
令和７年度は、学校法人会計基準の改正に伴う賞与引当金の計上開始や物価上昇、人件費

の増加など、学校法人を取り巻く経営環境が大きく変化する中で、教育研究活動の充実と財

政基盤の維持・強化の両立を図った一年となりました。 

 こうした環境下においても、観光まちづくり学部の完成年度を迎えたことなどにより学

生生徒等納付金は堅調に推移し、補助金、寄付金、資産運用収入等を含めた収入基盤の確保

に努めた結果、基本金組入前当年度収支差額は 11.9 億円の収入超過となりました。また、

賞与引当金の計上開始という会計制度改正に適切に対応しながら、安定した財政運営を維

持することができました。 

  

 


